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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】平成21年1月15日(2009.1.15)

【公開番号】特開2006-303426(P2006-303426A)
【公開日】平成18年11月2日(2006.11.2)
【年通号数】公開・登録公報2006-043
【出願番号】特願2005-359118(P2005-359118)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｌ  41/22     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/045    (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/055    (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/16     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  41/187    (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  41/09     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｌ  41/22    　　　Ｚ
   Ｂ４１Ｊ   3/04    １０３Ａ
   Ｂ４１Ｊ   3/04    １０３Ｈ
   Ｈ０１Ｌ  41/18    １０１Ｄ
   Ｈ０１Ｌ  41/18    １０１Ｊ
   Ｈ０１Ｌ  41/08    　　　Ｃ
   Ｈ０１Ｌ  41/08    　　　Ｊ

【手続補正書】
【提出日】平成20年11月19日(2008.11.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
下電極、圧電体層及び上電極を備え、且つ前記圧電体層が、マンガン、ニッケル及びスト
ロンチウムからなる群から選択される少なくとも１つの添加物を有すると共に、当該圧電
体層の電気抵抗率が２０ＭΩ・ｃｍ以上であり、リーク電流が１×１０－８Ａ／ｃｍ２以
下であり、抗電界が１５～３０ｋＶ／ｃｍであり且つ残留分極強度が１０～２５μＣ／ｃ
ｍ２であることを特徴とする圧電素子。
【請求項２】
前記圧電体層の耐電圧が９００ｋＶ／ｃｍ以上であることを特徴とする請求項１記載の圧
電素子。
【請求項３】
前記圧電体層の比誘電率が７５０～１５００であることを特徴とする請求項１又は２に記
載の圧電素子。
【請求項４】
請求項１～３の何れか一項に記載の圧電素子と、該圧電素子によって圧力変化が加えられ
ると共にノズル開口に連通する圧力発生室が設けられた流路形成基板とを具備することを
特徴とする液体噴射ヘッド。
【請求項５】
請求項４記載の液体噴射ヘッドを具備することを特徴とする液体噴射装置。
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【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】圧電素子及び液体噴射ヘッド並びに液体噴射装置
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、下電極、圧電体層及び上電極からなる圧電素子に関し、特にノズル開口から
液滴を吐出させる液体噴射ヘッド及び液体噴射装置に用いられる圧電素子に関する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　なお、このような問題は、インクジェット式記録ヘッドに代表される液体噴射ヘッドに
限定されず、他の圧電素子においても同様に存在する。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明はこのような事情に鑑み、耐電圧が高く耐久寿命の長い圧電素子及び液体噴射ヘ
ッド並びに液体噴射装置を提供することを課題とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
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【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　上記課題を解決する本発明の第１の態様は、下電極、圧電体層及び上電極を備え、且つ
前記圧電体層が、マンガン、ニッケル及びストロンチウムからなる群から選択される少な
くとも１つの添加物を有すると共に、当該圧電体層の電気抵抗率が２０ＭΩ・ｃｍ以上で
あり、リーク電流が１×１０－８Ａ／ｃｍ２以下であり、抗電界が１５～３０ｋＶ／ｃｍ
であり且つ残留分極強度が１０～２５μＣ／ｃｍ２であることを特徴とする圧電素子にあ
る。
　かかる第１の態様では、圧電体層の電気抵抗率を所定の値にすることで、耐電圧を向上
することができると共に、耐久寿命を長くすることができる。
　また、所定の添加物を添加することで、所望の電気抵抗率及び耐電圧の圧電素子を得る
ことができると共に、耐久寿命を長くして信頼性を向上することができる。
　さらに、圧電体層のリーク電流を所定の値にすることで、耐久寿命を長くすることがで
き、信頼性を向上することができる。
　また、圧電体層の抗電界及び残留分極強度を規定することで、圧電体層の結晶性がより
優れたものとなり、圧電素子の変位特性及び耐久寿命がさらに向上する。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　本発明の第２の態様は、前記圧電体層の耐電圧が９００ｋＶ／ｃｍ以上であることを特
徴とする第１の態様の圧電素子にある。
　かかる第２の態様では、圧電体層の耐電圧を所定の値にすることで、耐久寿命を長くす
ることができ、信頼性を向上することができる。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　本発明の第３の態様は、前記圧電体層の比誘電率が７５０～１５００であることを特徴
とする第１又は２の態様の圧電素子にある。
　かかる第３の態様では、圧電体層の結晶性が大幅に向上する。したがって、変位特性に
優れると共に、耐電圧が高く耐久寿命の長い圧電素子を提供することができる。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】



(4) JP 2006-303426 A5 2009.1.15

【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　本発明の第４の態様は、第１～３の何れかの態様の圧電素子と、該圧電素子によって圧
力変化が加えられると共にノズル開口に連通する圧力発生室が設けられた流路形成基板と
を具備することを特徴とする液体噴射ヘッドにある。
　かかる第４の態様では、耐久寿命を向上して信頼性を向上した液体噴射ヘッドを得るこ
とができる。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　本発明の第５の態様は、第４の態様の液体噴射ヘッドを具備することを特徴とする液体
噴射装置にある。
　かかる第５の態様では、耐久寿命を向上して信頼性を向上した液体噴射装置を得ること
ができる。
 


	header
	written-amendment

